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      入学・進級  

  おめでとうございます！ 

 

あっという間に桜の季節が終わり、若葉のきらめく季節となりました。 

新しい教室、新しいクラスメートにはもう慣れたでしょうか？  

図書室の窓からは新しい給食室の屋根が見えます。給食が始まると、おいしそうな

匂いが漂ってきて、お腹が鳴るのが抑えられなくなるのかなぁ、と想像しながら、楽し

く開館準備をしています。 

 

 

大山崎中学校図書館 貸出規則 

 

    ・開館日時    火曜 水曜 木曜の 

昼休みと放課後～４時まで 

    ・貸出冊数    一人２冊 

    ・貸出期間    １週間 

 
 

 

 



新着案内 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊＊＊一年生におすすめの本 『ユーチュー部‼』 山田明 ＊＊＊＊＊ 

強豪サッカー部にグラウンド使用権をかけて挑まれ、あえなく負けてしまっ

た弱小陸上部。そんな時ユーチューブに陸上指導の動画がたくさんあること

を知った相葉クンは、がぜん練習に身が入りだす。打倒サッカー部！陸上部員

は毎日ユーチューブを見ながら練習に燃えるが…  

  

司書のひとりごと・・・ 昨日の本棚から        『汝、 星のごとく』 凪良 ゆう 

この Library News を書いている途中に今年の本屋大賞のニュースが飛び込んで

きました。大賞は『汝、星のごとく』。うーん、こんな古典的な恋愛小説が大賞を

とるとは…。でも、文章が美しい。そして風景が美しい。そして主人公の心根が美しい。 

多くの書店員さんが薦めたくなる要素満載です。個人的には２位となった『ラブカは静 

かに弓を持つ』の方が断然おすすめなんだけどなぁ。どちらも図書室にあります。ぜひ 

読んでみてください。 

『ぼくらに嘘が一つだけ』 綾崎隼 

父は現役プロ棋士。母は元女流棋士。その一人息子である京介は小３で奨励会に入会

をはたし天才と持ち上げられたものの伸び悩む。そんな京介の前に現れたのはやはり

プロ棋士を目指す千明。京介と千明は同じ病院で生まれ誕生日も１日しか違わない。

ぼくらは取り違えられたのかもしれない…… 

プロ棋士を目指し揺れる中学生とその親世代の青春が交差する、ヒリつくような勝負

師の世界とミステリーとかけあわせた鮮やかな群像劇。超おすすめです。 

 

『日々憶測』 ヨシタケシンスケ 

何かを見て、ふっと思う。もしかした

ら、これは… そんなヨシタケシン

スケの妄想が止まらない。本書はそ

んな彼の妄想を集めた絵本のような

エッセイ集。 

 

『さよならレター 余命３６５日の君へ』 皐月コハル 

ある日、高2のソウのゲタ箱に入っていた一通の手紙。差出人は

学校イチ可愛いと言われる同級生のルウコ。それからふたりの秘

密の文通が始まるが、ソウは彼女が難病で余命わずかだと知って

しまい…泣ける、純愛もの、お探しの方どうぞ… 


